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1，は じめに

　鹿児島の 薩摩切子は 、古 くか ら現代に続 く伝統

工 芸品 で は ない 。現在入手で きる作品は 1985 年

以 降の復元品で あ る 。 伝承 され て い る薩摩切子は、

明治維 新前夜 とも言える時期 の 非常に短 い 期間

に興 された事業の
一

環 とし て製造 され た も の で

ある。今回、先行研究をも とに薩摩切子 の 歴史 と

時代背景を整理 しま とめた。さ らに、薩摩切子 の

製造工 程や切子文様、特徴 ある薩摩ガラ ス の 色彩

なども紹介する。

2．薩摩切 子の歴史 と時代背景

　Web などで は、28 代藩主島津斉彬が薩摩切子 を

始め た とする記述 も目にするが 、 正確で は な い
。

『島津斉彬言行録』に よれば、弘化 3 年 （1846）に

27代藩主島津斉興の 命令に よ っ て 、中村騎射場跡

に製薬館が建て られた。そ の 薬品に耐え得 る硬質

ガ ラス 器 を作るた めに、近 く に硝子 製造竃が建設

され 、江戸か ら四本亀三郎 と い う硝子職人が雇 い

入れ られた とい う。よ っ て 、薩摩藩 に お ける ガ ラ

ス 製造は斉興が始め た とい え る。た だ 、
こ の 時期

の ガラ ス 器に切子 が施 され て い たか は不明 であ

る。亀次郎は、ガ ラス 製造よ り切子の 技術導入の

た め に招聘され た よ うで あるが 、 製薬館で使われ

て い たガ ラス は実験器具 の みが残 り、他に残存す

る当時の 薩摩切子 も正確な製造年が判別 しない

もの が多い 。切子細工 がされた薩摩ガラ ス の 製造

開始時期は 今の と こ ろ明 らか で は な い
。

　名君 とされ る斉彬の 薩摩切子にお け る功績は 、

嘉永 4 年 （1851）、亀次郎 に紅ガ ラ ス の 製造を命 じ

た こ とで ある。斉彬公 史料 『紅色瓦羅斬精煉御開

之 事』に よれ ば、紅色薬は宇宿彦右衛門等に製造

させ 、「数百回 ノ試験ヲ経テ紅色ヲ発 ス ル ニ 至 レ

リ」 と記 され て い る。また、大変美麗で 賞賛され 、

将軍家な どが所望 したことも示 され て い る。こ の

史料や鹿児島市鴨池 にあ る石 碑な どか ら、斉彬に

よ っ て 薩摩藩 の 色ガ ラ ス の 製造が 始ま っ た こ と

がわ か る。ただ し、これ らに も切子細工 に関す る

詳細な記 載は ない
。 時代が下 っ て 、大正 10年 に

実施の 薩摩切子陳列会で配布 された 『薩摩硝子 の

沿革』に も先の 史料が引用 され て お り、加え て 「更

に青黄白紫の 種 々 の 色 も製出 して 、之 を交錯 し且

つ 琢磨を施 し たれば美麗なる器物を製出するに

至 り」 と切子 につ い て の 記述 が 見 られ 、
こ こ に初

めて 、色ガラ ス に切子細工 を施 した薩摩切子製造

の 全体像が示 され た 。 ただし 、 『紅色瓦羅斬精煉

御開之事』で は、「紅 ヲ素色 トシ 、 育黄白紫ヲ交

錯シ 琢磨シ テ各色を顕 ス 」 とあ り、両者を比する

と多少表現に 相違が見 られる。現在見 られ る史料

か らは切子 技法が用い られ た時期を断定する こ

とは 困難で 、無色の 薩摩切子 も現存する。明 らか

な点は、斉興に よっ て薩摩ガラ ス が 、 斉彬に よ っ

て 薩摩に色ガ ラス 製造が起 こ された こ とで ある。

　斉彬の もうひ とつ の 功績は、藩主 とな っ て 以降、

薩摩切 子 が飛 躍的な発 展 を遂げ、生産 量 を上 げた

こ とで ある 。 斉彬は 24 歳ま で 江戸に居住 し 、 曽祖

父 島津重豪 （25代藩主）の 薫陶を受けて 成長 した。

重豪は鹿児島に薬園や医学院、造士館な どの 施設

を作り 、 積極的な教育活動や 商業政策を展開 した ，

斉彬 も重豪の影響を受け、藩主 に なると軍需産業

と殖産興行に力 を注 ぎ、 中で も、 硝子 方を直轄下

に置き、他藩 に誇 り得 る特産品と して 薩摩切子の

発展を 目指 した 。 また 、 鹿児島市磯に集成館とい

う西洋技術を導入 した近代科学研究所兼工場群 を

建設 したが、安政 4 年 （1857）に中村騎射場跡近 く

にあ っ たガラス 製造竈 を集成館に移 し、ガラ ス 製

造に は多額 の 費用 を投 じた こ とが記録に残 され て

い る。 最盛期には、紅瓦羅斯精錬竈が 4 基、水晶

と板用が各 1基、鉛用が大小数基あ り、それはま

た、大量の ガラス 製造に もつ ながっ た 。 史料には、
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安政 2 年 10月か ら 12月の 2 ヶ 月間で 、板硝子 14！

枚 、 切子 8種類 16本 と
一

組が製造 され た とあ り、

『紅色瓦羅斬精煉御開之事』にも、「製造所ヲ集成

館二 遷サ レ
、

一
層盛大二 製造セ リ」 の 記述が 見 ら

れ る 。 しか し、安政 5 年 （1858）斉彬 が急逝 し、10

年間の 非常緊縮が布 達 され た。こ れ に よ り、集成

館事業は縮小 され、事実上閉鎖 された。安政 6年

（1859）事業が再興 され、硝子 方 の 製造量も増えて

か な りの 収益を上げた ようだが、文久 3 年 （1863）

の 薩英戦争に よ り集成館 の ほ とん どの 施設 が消失

した 。 そ の 後 、斉彬 の 先見性 が再認識 され 、集成

館の再興が行なわれたが、ガラ ス 製造は再開され

なか っ た。明治時代に入 り市来四郎が製作した記

録もあるが、薩摩切子の歴史 としては、斉興か ら

斉彬まで の 12年間 とされ る。

3．薩摩切子 の 技法

3．1製造工 程と材料

　 現代 の マ ニ ュ ア ル の よ うに、薩摩切子 の 原 料や

分量 、 製造 工程が
一

覧可能な史料 は見出せ な い 。

また、薩英戦争 による消失などでガラ ス 製造に使

用 した 工 具や器材 も見つ か っ て い な い
。 おそ らく、

島津家文書 『玻黎精工 全書』や玉里文庫 『硝子製

造 』、蘭学洋書の 翻訳本、亀次郎か らの 技法伝授 に

よ り製造 した と考えられ る 。 今回 は 、 鹿児島県さ

っ ま町 ガラ ス 工芸館で 復刻品の 製造過程 につ い て

調査 を行なっ た。製造は  原料調合、  熔解 ：

1500℃で熔解したガラ ス を吹き竿 へ 巻 き取 る、 

色被せ ：金型 に 色ガ ラ ス を吹き込 み 内側 に透明ガ

ラス を押し込み熔着、  成形 ：宙吹き技法などに

よ っ て猪 口 や皿 などに成形、  徐冷 ：16時間か け

て冷却 、   割付 ：模様の 線引き 、   カ ッ ト ：角山 ・

菱山技法な どで彫 り込む 、   磨き ： ゴ ム盤 ・木盤 ・

パ フ な どで の 磨 き仕上 げ工 程を経 る。これ らは原

初の製法で はない ため 、 残存 の 薩摩切子 とは異な

る。後掲以外 の 文献に、薩摩切子 の 特徴は手 にす

る と 「痛い 」 と記 されて い た が、おそ らく磨きの

工 程は現代 より少なか っ た と思われる。

　原料 も異な り、 復刻品 で は珪砂 や酸化鉛、カ リ

ウム が用い られて い るが、当時の 物は珪酸原料 と

して の 白石 （石英）や硝石、鉛である。薩摩切子

を特徴づ け る点 と して鉛 の 含有量が挙げ られ るが 、

先行研究に よれ ば、 復刻品 は 25％程度で あるの に

対 し、当時の 物は 45％前後で あっ た。色ガ ラス の

着色剤は、復刻品では各発色別 に銅や コ バ ル トな

どの 金属酸化物が用 い られ るが、史料に は、「…銅

粉を以 て紅色を発する…、…黄金 を以て 紫金 を製

して紅 を発せ しむ る…
」 （『薩摩硝子 の 沿革』）と正

確な原料名や分量は記 され て い ない
。 鹿児島県歴

史資料セ ン タ
ー

黎明館が蛍光 X線分析 した結果で

は 、 赤色ガ ラス に鉄や銅、紫色ガ ラ ス に マ ン ガ ン

や鉄 、 銅、青色ガラ ス に鉄や コ バ ル ト、銅の 含有

が認 め られ て い る。

3．2形 態と切子文様

　土屋 の分類 よれ ば、現存す る薩摩切子 の 形態は、

和風 と西洋 の 器物 に影響され た も の に分け られ る

とい うa 前者 は盃 （図 1）や段重、ちろ り、蓋付

茶壷形 、 掛算、軸端 など、後者は脚付杯 （図 2）
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　同じ く土屋 に よれ ば、切子文様 は 44 種類が 見出

され る とい う。最 も多用 されて い た の は図 3 に示

す ス トロ ベ リ
ーダイ ヤ モ ン ド （斜格子 に魚子）で

側面に彫 り込まれて い る 。 そ の 他 、 側面に亀甲文

や麻の 葉文 （図 4）、底面に蜂の 巣文 （図 5）や菊

花文 、 さらに 、 口縁部に も切子文が施 されて い て、

全 体に装飾過多な印象を受け る とい う。
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3．3 色彩とぼか し
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図4 麻の 葉文　　　 図5 蜂の 巣文

　現存の薩摩切子 は、紅色被せ ガ ラス が大 半を占

め 、次い で藍色や瑠璃色で 、緑色は極め て 少な い。

赤色ガラ ス は微細 な気泡 を無数に含み、黒い 不純

物 もあ るが 、藍色ガラ ス は色む らがない
。

　薩摩切子 の 最大の特徴は 「ぼか し 」とされ る が、

ガラ ス 工芸分野で意匠を意図 して ぼか しを用い た

の は薩摩切子 が初め て だ とされ る。 素地 の 透明ガ

ラ ス を無色に し、色被せ ガ ラ ス を肉厚にす る。 江

戸切子 の 90〜110度の鋭角に比 し、100〜 130度の

緩やか な角度に よ っ て V 字に切 り込 まれ た断 面に

明度差が生 じて 、ぼか しの美が生み出され る 。

　復刻品薩摩切子 の 色 とその ぼ か し、切子文様の

詳細は ポス タ
ー

に示 す 。
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図鹿児島県 歴史資料セ ン ター 『薩摩切子』
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